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の良好なピークが確認された。

（４）human γ-globulins静的吸着容量

Table１にhuman γ-globulins静的吸着容量測定結

果を示した。競合品のPhenyl Sepharose 6FF（highButyl-650Mでも高い吸着容量が得られた。これらの担離選択性に優れた担豇の中では良好な吸着容量が得ら

れた。

（５）抗豇動的吸着容量

実際の抗豇精製での使用を想定し、抗豇（モノクローナル抗豇、Anti-LH IgG）溶液を連続フィードして動的吸着容量の測定を行った。比較のため、当社既存品であるPhenyl-650M、および他社競合品であるPhenyl基導入アガロース系ゲルについても同時に測定を行った 。Fig .9に結果を示した。既存のTOYOPEARL

Phenyl-650Mと比較して本開発担豇は高い吸着容量を示した。

連続フィード後、洗浄液で未吸着のサンプルを洗い
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